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◆『国際経常フォーラム』No.11をお届けします｡本号の特集は ｢中小企業経営と
地域｣です｡照屋グループの論文は､平塚商工会議所の支援のもと､平塚市の中小

製造企業2社に関する経営診断を試みたものです｡実践の学としての経営 ･会計学

を現場の経営のなかなでどう活かせるのか､また診断結果を地域社会の活性化にど

うつなげていくのか､その果敢な試みの第1段として着目されます｡行川論文は､

中小企業が品質システム規格ISO9000と環境マネジメントシステムISO14000を認

証取得する意味をマーケテイングの立場から論じたものです｡流行にのった安易な

認証取得は事後コスト面でかえって重荷になることが指摘され､取得にあたっては

企業みずからの市場環境をどのように変えられるかという経常判断が不可欠の前提

であることが強調されています｡平野論文は､中小企業における業務プロセスの再

構築とその情報化を論じたものです｡情報技術を利用した業務のシステム化に関す

る最新の動向を事例を織り込みながら紹介するとともに､情報化推進のために留意

すべき事項を具体的に提言しています｡行川論文とおなじく､問題解決 ･提案型の

有益な論文といえます｡つづく ｢誌 l二フォーラム｣では､海老揮論文が未来指向型
企業の理念モデルを提示したあと､二つのパネルディスカッションで未来指向型企

業経営と地域経営のあり方について､現役の中小企業経営者を交えた活発な討論が

展開されています｡

◆以上簡単ながら､本弓･の特集について紹介しました｡この特集が､地域において

中小企業がそれぞれ特徴ある経常をさらに伸ばしていくことに資し､また同時にそ

れを通して地域全体の活性化を誘発するような自由な連合体が創出されていく上で

のなんらかのヒントとなれば辛いです｡

◆お気付きのように､本71｡J-から従来の縦組み2段をあらため､横組み 1段にしまし

た｡文字間隔もややつめて1ページの文字数を多くし､その分 1論稿当たりの制限

枚数も増やしました｡より充実した内容の 『フォーラム』になっていればと思いま
す｡紙質もかえましたので､読みやすさの点で改善の余地があるかもしれません｡

ご意見を下されば幸いです｡
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◆最後になりましたが､本号に論稿をお寄せ くださった方を以下にご紹介いたしま

す｡(後麻 仲)
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